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宣教 40 年の旅 ‑100 ％感謝して‑

いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しなさい。

テサロニケの信徒への手紙一 5章 16‑18 節 a
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従って、あなたがたの信仰と希望とは

神にかかっているのです。

ペトロの手紙一　1章 21 節 b ・ 新共同訳



シリーズ説教

　第二の朗読でお読みいただいた、ペトロの

手紙一　1章 21 節に目を移してみましょう。

次のようにありました。「（聖書略）」

　私たちがキリストによって、神を信じてい

ることが言われています。神の子イエスが、

私たちの間に来て、住まわれた。私たちの目

に見える形で、私たちと共に生きてくださっ

た。このキリストを通して、私たちは神を信

じることができるのです。そして目を向けた

いのは、続いて「あなたがたの信仰と希望と

は神にかかっているのです」と言われている

ことになります。二人の弟子たちが絶望した

のは、彼らの理解とそれに基づく希望に従っ

ていたからにちがいありません。信仰と希望

とが自分たちにかかっているとしたのです。

そうではなく、私たちは「信仰と希望とは神

にかかっている」ことを知らなければならな

いでしょう。信仰とは、私たち人間がどれほ

ど信じているか、神に対して熱心かというこ

とによるのではなく、足りない私たちをその

ままとらえるために、私たちの真ん中に来て

くださる神にかかっているのです。希望は私

たちが期待する事柄、方法によるのではな

く、神の御心にかかっているのです。神の御

心は、私たちの希望と異なり、御子イエスを

敵の手によって十字架の死を遂げさせ、罪の

赦しを実現し、復活によって新しい命への道

を開かれたのでした。

   このような違いについて、次のように言い

表され、第二の朗読は閉じられています。

「あなたがたは、朽ちる種からではなく、朽ち

ない種から、すなわち、神の変わることのな

い生きた言葉によって新たに生まれたので

す。」「朽ちる種」とは、あらゆる人間的な事

柄を意味しているでしょう。それらは、私た

ちの目には、理解しやすく好ましくも映るの

ですが、「朽ちる」ものに過ぎないのです。い

つまでも変わらないように思えるのですが、

それは絶えず変化し、やがて朽ちるものなの

です。一方朽ちない種とは、「神の変わること

のない生きた言葉」であると言われていま

す。今日の日課に続く、24節以下で、次のよ

うに言われています。「人は皆、草のようで、

その華やかさはすべて、草の花のようだ。草

は枯れ、花は散る。しかし、主の言葉は永遠

に変わることがない。」

   神の生きた言葉は変わることなく、私たち

を愛し、赦し、私たちの内にあって、私たち

を生かすのです。神の生きた言葉は人となっ

て、私たちの間に来て、共に住まわれ、私た

ちのために十字架の死を遂げ、復活によって

新しい命への道を開かれたのでした。

   復活とは、死んだ者が再び生きるというこ

とです。死を通して新しい命が始まることで

す。そして絶望する者の絶望から、新しい希

望が生まれることなのです。それは絶望する

状態が終わりを告げ、新たに希望が生まれる

ということではありません。人の目に絶望と

映る現実のただ中に、神による新しい希望が

見いだされるということなのです。ですか

ら、私たちが今日、耳にする福音は、エマオ

への道すがら絶望の悲しみにある二人の弟子

たちは、実は希望への歩みが始まっていたと

いうことなのです。その事実を明らかにする

ために、主イエスが今日、私たちと共に歩き

始められ、私たちの主となられたのです。

   希望を見失う私たちがいます。しかし復活

の主はその私たちを深く憐れみ、共に歩まれ

るのです。この希望のうちに、新たに歩み始

めてまいりましょう。（復活節第 3主日）

「絶望は希望に」　　　　　佐藤和宏牧師

　　　　　　　ルカによる福音書 24章 13‑35 節



洗礼式を受けて　◯田クニ◯

　今日はいつになく緊張して、会衆の皆様の

前で、佐藤先生の司式が始まり、厳粛なる、

かつ崇高な洗礼式が行われ、心が洗われる思

いでございました。

　ここに至るまでに、5年の月日が流れまし

た。息子の喜照がきっかけで、藤が丘ルーテ

ル教会に縁をいただきました。息子から幾度

となく洗礼を勧められました。◯田家の本家

は、山梨県日蓮宗指定の文化財本照寺堂の熱

心な信者で、放心お心を常に持ち祖母が亡く

なった際には、山梨県の僧侶 7人程駆けつけ

てくださいました。私はいつもそんな本家に

頭が上がりませんでした。このたびの洗礼

は、私自身の自発的な思いで望みました。

ルーテル教会はどこか家庭的な雰囲気が濃

く、佐藤先生や周りの信徒たちも長い目で見

守っていただけたこと感謝いたしておりま

す。これからも「神の言葉を信頼し」て、私

なりに学んで行きたいと思っております。

　平成 7年から、区役所関係、学校、自治会

とボランティアに日々勤しんで参りまし

た。

　息子が心の病で、毎日聖書を読書している

姿を見て、「偉いなあ！」と心動かされまし

た。そんな私ですが、微力ながら出来る範囲

内でバザー等のお手伝いをさせていただけた

らと願っています。最後に！「伝道、教育、

奉仕」と藤が丘教会の宣教として、地域に仕

える教会であることに感謝いたします。

●洗礼を受ける◯田さん

ツイッター初体験　◯山◯子

　今私は、佐藤牧師が毎日発信している聖書

の言葉とショートメッセージをスマホで読む

ことを楽しんでおります。

　始まりは、月報（2月 5日発行）の最終頁

のQRコードを読み込んだことでした。開く

と、その日の御言葉とショートメッセージが

出てきます。メッセージには、神学的な用語

は一切無く誰にでも分かりやすい平易な言葉

で書かれていますので、御言葉が身近なこと

として心に響いてきます。

　「『あの方は、ここにはおられない。かねて

言われたとおり復活なさったのだ』

　イースターおめでとうござい

ます。『ここにはおられない』

主は、どこにでもおられる主に

なられました。すべてを超えて

共にいるために主は復活されま

した。（4 月 9 日）」

　ショートメッセージから、すべての人に注

がれている神様の愛、復活の主の御恵み、喜

びが心に伝わってきました。

　いつでも、どこでもスマホで御言葉に親し

むことができ、私にとって新しい世界との出

合いになりました。



ど楽しいものはなく、英連邦の炉ばたもまた

同様なのです。と、（要旨）

　連合王国の外に、56か国で構成する英連邦

を“炉ばたに集う家族”として衛ることに、どれ

程心血を注がれたことか。

　しかも、それら一見華やかに見える情景と

並行して、絶えることなく流れる王族の浮き

名に、女王はどれ程心を痛められたこと

か。

　女王国葬の際、トラス前首相の引用した

「汝ら心騒がすな、神を信じ、また我を信ぜ

よ、わが父の家に住みか多し」（ヨハネ 14章

2節）こそ、キリスト者として生涯を全うさ

れた女王に相応しい聖書個所のように思えて

ならない。

　ユダの王アハズの子ヒゼキヤは 25歳で王に

なり、29年間エルサレムで王位にあった。

　英国のエリザベス女王は 25歳で即位し、

70年余り王位になり 96歳でみ国へと旅立た

れた。

　いつの時代でも国王の業績が大変重視され

るが、ヒゼキヤ王の場合は「アシェラ像を切

り倒す」など、宗教改革にあった（列王記下

18章）」。

　英女王の場合はどうだろうか。

　即位直後、女王はいかに見られるような

「家庭」の尊さを述べている。（世界の声・旺

文社）

　激しい雨や風が窓を打ちつける時など、家

族にとって炉ばたを取り囲んでの一家団欒ほ

「わが父の家には住処多し」　　　尾◯松◯　　
すみか

　横浜市緑区の日当たりのよい霊園を、その

存在すべてが懐かしい入山兄が見つけてくだ

さり、東教区横浜墓地が設けられてからずっ

と続いてきた墓前礼拝。召天者の家族や知人

が集い共に天を仰ぎ祈る機会が、新型コロナ

ウイルスの猛威のために３年も中止になりま

した。今回、久しぶりに納

骨堂の前に集う機会を与え

られ、感謝の気持ちでいっ

ぱいです。

　心配された空模様が好転

し、復活節の讃美歌が響き

ました。５０人を超える

方々が一緒に祈り、「復活で

ある、命である」主を佐藤

先生に説いていただきまし

た。河田先生、竹田先生も

お見えでした。藤が丘教会有志の同心協力

で、天に憩う人を想うひとときを、心穏やか

に過ごせました。ありがとうございました。

秋の墓前礼拝は 10 月の第３日曜です。今回

参加されなかったかたも、どうぞご予定くだ

さい。 （墓地運営委員）

春季墓前礼拝のこと　　　◯野智◯子



　　徒ずらに過ぐる月日は多けれど

　　花見て暮らす日々は短かし

      源氏物語より

　毎年のように桜に伝わる歴史を知りたい

と、名所各所の桜見物に出掛け手て行った。

ときには朝 7時 50 分、新横浜から新幹線で

奈良吉野の桜、下千本、中千本、上千本の桜

を愛で夜 11時過ぎ溝ノ口帰宅。強行軍の日

帰り桜見物をしたこともあった。

　今年は、昨年 4月に圧迫骨折をして、体の

動きが鈍くなり例年より早い開花と賑やかな

桜便りをテレビで観ていたが、いつの間にか

葉桜となり緑のまぶしい季節となる。時の移

ろいの速さを感じる。時は流れる。

　船橋の近くの住宅街から川崎に越して来て

36年。2001 年に心筋梗塞の夫を見送って一

人暮らしの私を、入居時からのマンションの

友人が集まっては、世情の話や、体、生活、

年金の話など、友人たちも、要支援、介護認

定者が増え本音の話が出る。

　自分の人間模様しか知らない私には、ずい

分勉強になるがこの頃は老人ホームの話が尽

きない。話しているうちにザルツブルクの老

人ホームを思い出していた。

　以前、川崎の高橋市長のとき女性の社会参

画に尽力下さり、姉妹都市であるオーストリ

アのザルツブルクの老人ホーム訪問やパリの

女性議員との会議など、女性行政室の計画で

派遣があった。川崎は 7区あり各区 1名、行

政室、他 11名の女性交流団として派遣され

た。

　ザルツブルクはモーツアルトの生家があ

り、ミラベル宮殿の庭でサウンドオブミュー

ジック（ドレミの歌）の撮影場所、音楽の

街、花の街、それは美しい街並みである。

老人ホーム……。あの当時の川崎のホーム

は、6畳 1間に 2人。荷物は段ボール数個と

ザルツブルクの老人ホーム①　　　◯藤◯子

聞いていたので、暗いイメージを持っていた

が、訪問したザルツブルクの年金ホームの明

るさ、そして広さに驚いてしまった。

　夫婦、単身用の部屋があり、バストイレ付

き。それぞれ 80代の 10 人の部屋を案内され

たが、一人暮らしの婦人は、マリアテレジア

（マリーアントワネットの母）の時代の家具、

200 年も経っている家具を大事に使ってい

る。夫婦の部屋では、ご主人が掃除担当だと

案内されたが、趣きのある部屋、落ち着く。

この後ご主人は町へ買い物に行くと、にこや

かに出掛けて行った。自由を満喫しているよ

うだった。

　広い礼拝堂は、椅子を円形に並べて談話室

に、なるべく寝たっきりの人を出さないよう

にと、病人も車椅子でみんなの話に交わる。

椅子を片付ければダンスホールになる多目的

ホール。音楽に乗って踊るとストレス解消

と。「うーん、納得。」

　厨房も広く、隣室の部屋でコーヒー、ケー

キが出され職員と談話。大きなケーキにク

リームが別皿に。同行の一人が、「ウインナー

コーヒーって、コーヒーの上にクリームを乗

せつのよね」とコーヒーに入れようとすると

「ノン！ノン！」と指でサイン。ケーキに乗せ

て頂く職員を見ながら口に入れる。甘いけれ

どすごくおいしい。残さず頂く。それを見て

職員は笑う。ザルツブルクの人々の笑顔。



●女性会だより

14 日　◯田基兄　◯嘉恵◯子姉　15日

上◯◯哉兄　17日　◯田◯恵姉　

21日　◯藤◯子姉　25日　◯野献兄　

26日　◯谷か◯と姉　27日　◯田◯子

姉

今月、受洗記念日を
迎えた皆さん

☜スマートフォン

で、こちらの QR コー

ドを読み込むと、教会

のさまざまな情報を、

確認出来ます。

●牧師室より

おめでとうございます。

4 月 16 日　17 名参加

司会、お祈り　◯山姉

1　聖書の学び

　　ヨハネによる福音書 21 章１‑14 節　　　

　　 讃美歌８８番

　　 主の復活の後について：それぞれの生活

　にイエス様が来て下さる。十字架の死の後

　二千年以上経ても私たちの生活と共に復活

　の主がいて下さる。　

2　女性会例会

　　①東教区女性会からのお知らせ

　　　東教区女性会春の集い　

　　　日程　6月の土曜日予定。10 時～12　

　　　時、13時～14 時まで

　　　開催場所　三鷹教会（予定）

　　　　　ハイブリッド方式での開催　　

　　　テーマ　「つなぐ」　

　　　日程及び開催場所などの詳細について

　　　はわかり次第お知らせする。

　　②今後の予定

  ２０２４年連盟全国総会開催地につい

　　　ては現在調整中。

　　③物品販売について

　　　昨年開催された物品販売はコロナ禍の

　　　ため１回の開催のみ。コロナも落ち着

　　　いているため、ウクライナ女性子供支

　　　援とトルコ震災被災者支援のために開

　　　催する。　

　　　日程　6月 18 日礼拝終了後。物品販売

　　　終了後に女性会例会を開く。

　　　当日の詳細については女性会役員、　

　　　カード、手芸品、物品担当者で打合せ

　　　をする。

　　④奉仕について

  奉仕担当者が担当役員と共に奉仕に関

　　　するマニュアル作成を提案。

　　⑤次回例会　5月 21 日

　5月 3‑5 日にかけて、宣教百年記念東京会

堂（東京教会）にて、第 29回、第 30回定期

総会が開催されました。次の方々が JELC 常議

員に選出されました。

　総会議長：永吉秀人牧師（蒲田教会）、副議

長：滝田浩之牧師（小石川教会）、書記（事務

局長）：李明生牧師（むさしの教会）、会計：

市吉伸行氏（むさしの教会）、財務：荒井奈緒

子氏（東京教会）、信徒常議員：益田哲郎氏

（本郷教会）。

　新しい方策も正式に採択され、新たな歩み

が始まりました。全国の教会、諸施設と祈り

を合わせ、歩んでまいりましょう。（佐藤）


